
会 議 録

会議の名称 第８回（仮称）茨木市地域コミュニティ基本指針検討委員会

開 催 日 時 平成２４年３月２２日（木）

（午前・午後 ４時 開会

（午前・午後 ５時 閉会

開 催 場 所 市民総合センター ２０３号室

( )議 長 齋藤雅通氏 立命館大学経営学部教授

出 席 者 齋藤雅通氏 立命館大学経営学部教授 、阿部圭宏氏 市民活動・ＮＰＯ( ) (
コーディネーター 、山口正弘氏 茨木市自治会連合会会長 、香川とく) ( )
子氏 自治会長 秋元文孝氏 公民館長連絡協議会会長 、池上日出雄氏( ) ( )
豊川コミュニティセンター管理運営委員会委員長 、浜野宏樹氏 青少( ) (
年健全育成運動協議会会長連絡会会長 、森下恭子氏 水尾地区福祉委) (

、 、 （ ）員会委員長 岡野清幸氏 公募委員 上村智子氏 公募委員 １０人) ( ) ( )

欠 席 者 （０人）

事務局職員 野村市長、大西市民生活部長、原田市民活動推進課長、青木市民活動

推進課長代理、福岡市民活動推進課職員、有限会社コラボねっと中西

（ ６人）

議 題 ( 案 件 ) (1)最終報告の提出について

(2)その他

配 布 資 料 ・第８回（仮称）茨木市地域コミュニティ基本指針検討委員会次第

・ 仮称）茨木市地域コミュニティ基本指針検討委員会検討結果報告（



議事の経過

○青木 皆さんこんにちは。定刻となりましたので、始めさせていただきます。本日は

お忙しい中、ご出席をいただきましてまことにありがとうございます。ただ今より第８

回目の 仮称 茨木市地域コミュニティ基本指針検討委員会を開催させていただきます。( )
まず初めに、齋藤委員長よりご挨拶をお願い申し上げます。

○委員長 皆さん、こんにちは。齋藤でございます。 月も半ばを過ぎ、春らしくなって3
まいりましたが、皆様方お元気でご活躍のこととお慶び申し上げます。

さて今回、 回目になります。最終の委員会ということになるかと思います。最終の報8
告案を皆様方に今日ご確認いただき、市長への提出といたしたいと考えております。よ

ろしくお願い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。

○青木 ありがとうございました。引き続き、議事の進行もよろしくお願いいたします。

○委員長 それでは議事に入っていきたいと思います。まず傍聴ですが、本日は 名の3
方の傍聴を認めております。よろしくお願いいたします。それでは前回の開催から少し

経過しておりますことから、前回の振り返りと本日までの経過について事務局から説明

をお願いいたします。

○青木 それでは前回の振り返りとこれまでの経過についてご説明申し上げます。前回、

第 回目でございますが、２月 日 木 に開催させていただきました。協議事項といた7 23 ( )
しましては、第 ～ 回目までの振り返り、まとめについてご協議をいただいたところで1 6
ございます。

12その後 ご意見を頂戴しました部分につきまして 加筆修正等をさせていただき ３月、 、 、

日 月 付で今回の報告案をご送付させていただき、 日 金 までにご意見をいただくかた( ) 16 ( )
ちでお願いをいたしました。また、会議録につきましても同日に送付させていただき、

ご意見をいただき、 日 木 にホームページ等に掲載させていただいたところでございま22 ( )
す。

前回の振り返り、これまでの経過につきましては以上でございます。

○委員長 ありがとうございました。事務局から説明がございましたが、何かご質問・

ご意見等はございますか。なければ報告事項、 の最終報告の提出について、事務局か(1)
ら説明をお願いいたします。

今回の資料につきましては、今の説明にありましたように、前回の議論を反映したもの

を 月 日に皆様方にご送付いただいております。それに対する意見等の反映を中心に3 12
説明いただき、これを最終報告案としたいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

○青木 それでは報告事項ということでご説明をさせていただきます。また、内容の前

に、今般、ご通知文には報告事項、その他ということしか書いてございませんでしたの

で、次第の流れを少しご説明させていただきます。その後、内容の変更事項等について



ご説明させていただきます。

、 。 、 、開会をいたしまして 委員長の挨拶を頂戴いたしました それから 報告ということで

今回の検討結果報告についてご確認をしていただきます。その後、それを市長に齋藤委

員長からご提出をいただき、市長からご挨拶をさせていただきます。その後、閉会とい

う流れに今回はさせていただいております。

それでは報告事項のご説明をさせていただきます。

まず 頁をお開きください。前回、ご指摘いただいたのがこの地域自治組織のイメー14
ジ図です。地域には学校や幼稚園、保育所等々があるのではないかという意見を頂戴い

たしましたので、点線の中に構成団体の例として、学校、園、 、事業所ということNPO
を付け加えさせていただいております。

加えて、副委員長からこの組織図がもっとイメージできるものにしてはどうかというご

意見を頂戴いたしました。どこの市の部分がいいのか、まだよく共有できていませんで

したので、策定に当たっては他市の事例でオーソドックスのところを付け加えさせてい

ただこうと思っております。今回は他市の事例というのはここにはございませんけれど

も、策定の時にはその形で入れさせていただきたいなと思っております。

頁、中ほどでございます。 、ボランティア団体等の連携というところでございま16 NPO
す。地縁の組織と 等の中間支援組織的なものを記述してはどうかという意見でござNPO
いました。現状、そういう組織が考えられるのは市民活動推進課、あるいは市民活動セ

ンターになると思われますので 「市民活動推進課もしくは市民活動センターがそれぞれ、

の組織間の連携を図る調整役を担います」ということで言葉を追加させていただいてお

ります。

次に 頁でございます。 事業所等の連携ということで、 の記述や防災関係での17 (3) CSR
つながりを記述してはどうかというご意見がございましたので、その部分の文言を追加

しております。 行目に 「昨今では企業の社会貢献活動である をはじめとして地域2 CSR、

社会とのつながりを・・・」というかたちで追加させていただきました。

また 「災害時対応の充実化を図るため、日常から地域と事業所との連携のための関係、

作りを進める動きが広がっています」というかたちで、地域と事業所との関わり合いに

ついて、防災関連も含めた文言を入れさせていただいております。

最後になりますが これは検討委員会からの報告書ということですので 可能な限り 検、 、 「

討します」という言葉は言い切りのかたちにしてはどうかという意見でしたので、可能

なかぎり 「推進します」とか 「～します」という言葉に変えさせていただいておりま、 、

す。

ここまでは前回のご意見の反映を中心にご説明をさせていただきました。その後、送ら

せていただいて、若干「てにをは」ですとか、誤字脱字等も含めて少し修正させていた

だいております。

昨日、ご意見を頂戴した部分もありますが、それについては本日の委員会に少し間に合



わなかった部分があります。拝見させていただいて、策定時には、考慮させていただき

たいと思っております。中身的には以上ですが、市としまして、今回のこれを最終の検

討結果報告とさせていただきたいと考えております。

、 、 、その後のスケジュールといたしましては 今回 この検討結果報告を頂戴いたしまして

年度明けに庁内の検討組織で検討を加え、パブリックコメントを経まして、平成 年度24
早期には策定したいと考えております。今回の報告事項については以上でございます。

○委員長 ありがとうございました。既にこれまで相当の議論が重ねられ、皆様方のご

意見や思いを反映させていただいたものであると考えております。この報告を委員会の

報告としていきたいと考えておりますが、皆様よろしいでしょうか。それではこの報告

を持ちまして市長に提出いたしたいと思います。細かなところの修正は別途することに

いたしまして、基本的にはこれでもって市長に提出いたしたいと思います。その他、説

明がありましたスケジュール等に関しまして何かご意見はございますでしょうか。

○Ｄ委員 少し聞きづらかったのですが、 年度後期とおっしゃいましたか。24

○青木 早期です。申し訳ございません。

○Ｄ委員 我々一生懸命にやってきて、これが絵に描いた餅にならないようにしていた

だきたいという気持ちでいっぱいです。ぱっと見まして、もう少し見出しがはっきりし

たほうが見やすいのではないかなという気がいたします。

○青木 策定の段にあたっては例えばポイント数を大きくするとか、視覚面でも工夫さ

せていただいて、市民どなたでもわかりやすいかたちにさせていただきたいと思ってお

ります。

○委員長 ありがとうございました。他によろしいでしょうか。

○Ｃ委員 庁内の検討委員会は既にできているのですか。

○青木 まだできておりません。

○Ｃ委員 これから作られてこれを掛けられるのですね。それで 年度早期に作るとい24
う段ですね。

○副委員長 かなり積極的に書いていただいてよかったかなと思っています。これとは

別に、来年度のコミュニティ政策、予算化されていてご紹介できるような事業等があれ

ば言っていただけるほうがいいかなと思います。

○青木 コミュニティ施策で毎年度、地域担当職員制度のサポートということで、お見

えになっていただいているコラボねっとさんにご一緒に地域に出ていただいたりという



予算化は平成 年度も引き続いて行っております。新たな部分につきましては今年度、24
市長選が 月 日に行われますので、おそらく 月の補正予算で新たな施策が出てこよう4 8 6
かと思います。その辺りは具体的なところに至っていないのが現状でございます。

自治会、地域担当職員、これまで進めているコミュニティ施策を継続的に進める予算化

は計上しております。新たな部分については少しまだ見えていない部分があるのかなと

思います。この報告案も当然、策定していくことになろうかと思います。その部分の予

算化は６月の補正予算になるのかなと思います。以上でございます。

○Ｆ委員 各自治会に下ろされますか。具体的にはどういうふうにされますか。

○青木 今のところ考えておりますのは、今回、出席いただいております各種団体の長

の皆さまには直接送付させていただくとか、あるいは各校区で説明会を開くとか、とい

うことを考えております。広報誌にも特集記事ということで、特集記事を掲載させてい

ただいて 「コミュニティ基本指針を策定しました。今後、茨木市のコミュニティとして、

はこういう方向性で進んでいきたいと考えています」という巻頭特集記事になろうかと

思います。自治会長さんお一人お一人に直接にとは考えていないのですが、校区のとこ

ろに投げかけて自治会長さんにもご出席させていただくことを考えています。

○Ｆ委員 投げかけると言っても、これがいきなり送られてこられても･･･

○青木 よくわかりませんよね。例えば校区ごとに、今回は○○小学校区にしようかと

いうことであれば、○○の各団体の皆さん、プラス自治会の皆さんがメインになろうか

と思っています。そういう方たちに投げかけてご説明会というかたちが一番いいのでは

ないかなと今のところ考えております。

○委員長 他によろしいでしょうか。

○Ｈ委員 私は第四次総合計画の審議会委員だったのですね。今度、 年に第 次総合27 5
計画というのが開かれますよね。今、市民委員がいろいろされていますよね。

○青木 総合計画はまだだと思います。自治基本条例の市民委員かなと思います。

○Ｈ委員 総合計画の中でも謳っていかなければいけないかなと思いますけども ･･･。も

う少し具体的なかたちで。

○青木 総合計画につきましては自治法が少し改正されまして、今までは必置でしたが、

作ることができるという規定になりました。おそらく作るとは思うのですけれども、そ

のあたりも新体制の方向性も含めて、おそらく作るのであれば、コミュニティというの

は今までよりもまして大きな部分を占めていくのではないかなと思います。

○Ｈ委員 市長が変わると、先が見えない部分もありますよね。



○委員長 他にはよろしいでしょうか。なければこれを提出するということと、スケジ

ュールについても確認をすることができたかと思います。この検討委員会も最後になり

ますので、どのようなことでも結構でございます。皆様方、一言ずつお話をいただけれ

ばというふうに思います。

○Ａ委員 私は自治会連合会という立場でございます。一番身近なかたちの会合だと思

います。私がいつも自治会の活動の中で悩んだり、問題が起きているテーマを、ここに

おられる大勢の方々と検討できて、有意義な委員会に顔を出させていただいたと喜んで

おります。今、茨木市の小学校区で活動をやっているわけですけれども、私どもの地域

は市内では比較的進んでいるというのはありますが、これに沿ったかたちの地域づくり

をさかんにやっている途中でございます。それがどういうかたちに最終的になるのか、

とても不安と疑問を感じています。茨木市にはいろいろな地域性があります。地域ごと

にどれだけこのようなものが形づいていけるのか、時間がかかるのではないかと思いま

す。

でも私たちが、私たちの地域で経験しようとしていることは、一歩も二歩も今までより

は進んだと思っています。是非、地域でこういうふうに形づくることを望んでおります。

ありがとうございます。

○Ｃ委員 私は公民館館長連合協議会の代表ということで、 回から 回まで来させてい1 8
ただいたわけでございます。会議については非常によかったのではないかなと私なりに

思っています。特に公民館については、今の時代の流れとして、従来は公民館を中心と

して、地域の拠点の場所として活躍されていたと。そのような指導をしてきておりまし

たので、こからはコミセンという、コミュニティセンター、茨木も既に 以上のコミセ10
ンができております。既存の公民館もコミセンに変わっていこうとしています。将来は

各校区にある公民館全てがコミセンに変わっていって、これからの地域のまちづくり、

地域のいろいろな事業を含めたことはコミセンを中心にやっていく時代ではないかなと

痛感しております。私の方も早急にコミセン化に向けて進める準備もしております。そ

ういう時に、こういう会議に出させていただいて、広い意味でコミセンということを私

なりにある程度理解もしましたし、そういう意味では今後の地域活動についてより役に

立つのではないかというふうに思います。どうもありがとうございました。

○Ｄ委員 コミュニティセンターの管理運営委員長連絡会がありまして、そこから派遣

をされて参加させていただきましたが、個人的にも非常に勉強になりました。ありがと

うございました。

実は私は公民館長を９年間、コミセンの委員長を６年間、その間３年間は両方を兼務し

ていた時代があります そうしますと 運営委員会のメンバーは大体同じなのですね ○。 、 。「

○さん、これはどちらのイベントなん？ なぜ別々にしないといけないの？ なんで一

つにならへんの？ わしらだってかなわんわ 」という声がずっとありました。今でもそ。

ういう声が○○地区ではあります。だから一本にできへんのかな。そういう意味でも、

地域で各団体が横断した一つのコミュニティ組織ができることは、私は非常にいいこと



だと思います。是非やってもらいたいということで、先ほどから絵に描いた餅にならな

いようにということをやかましく言っているのです。そういう意味で、コミセンという

名前も大体定着化してきていますが、公民館は長い歴史がございます。そういうふうな

二つが頭にあって、わからないという声が多い状況です。時につけて私も説明するので

すけれども 「そんな法的なことを言われても理解ができへんやないか」ということで、、

同じようなことを言いますが、とにかく地域が一つになった、同時にコミセンが地域の

施設になるという方向が望ましいのではないかと思っております。どうも か月間勉強8
させていただき、ありがとうございました。

○Ｂ委員 昨年、自治会長をしておりましてご推薦をいただき、参加させていただきま

した。いろいろ勉強になってよかったと思っております。ありがとうございます。

私たちの校区はとてもよい校区で、コミュニティも大盛況で、土曜日は自転車置き場も

ないぐらいですし、校区自体も活発ですが、それとは反対に自治会をやめていかれる方

も随分多いのです。やめていかれる方をどうするかということが問題で、先日も自治会

長の方に少し話をする機会がありました 「我々の校区だけでも自治会に入ってもらえる。

ような決まりというか、校区でそういうことを自治会長さんと話し合ってしていただい

たら一番早い気がするから、とにかくやめていかれないようなことをお願いしたい」と

いうことを言っていたら 「それはなかなか難しいな」とおっしゃっておられました。け、

れども身近なところからしていかないと、高齢化社会に入ってきます。みんな終の棲家

でずっと住みたいという希望はあります。我々も 代に突入しますので、住みよい茨木70
にどんどんなり、茨木に住んでよかったなと思える地域になっていけたらなと思います。

ありがとうございました。

○Ｈ委員 ここ 年から 年ぐらい、茨木市で大きなプロジェクトが つか つかあり、5 7 3 4
変わる時期に地域コミュニティ指針ができたらいいかなと思っていたので、私は有意義

な会に参加をさせていただき、とてもうれしく思っております。

地域では子育てとか、青少年健全育成とか、見守りというようなかたちの使命があるの

ですが、それがなかなかうまくいってないかなということもあり、気にはなっていまし

た。指針ができることで、改善されていったらと思います。

東京の立川市で か月も餓死してわからなかったり、やはり地域の関係がすごく希薄に1
なっていて、みんなが誰も地域の人を知らなかったりするというのはどこの市でもある

のではないかなと思っています。是非、みんなでいいまちにしていきたいなと思ってい

ます。

○Ｇ委員 私は公募というかたちで参加させていただいたのですが、実は事業所の中で

環境管理と防災管理を統合して、メインで防災の方を専門として関わっています。これ

まで環境と言えば、周辺の美化活動とか、いろいろ地域の方々と連携ができているので

すが、防災というところではこの後、発生が予想されているような大規模な地震、そう

いう時には事業所で何ができるのか。地域の皆さんといっしょになって共助というとこ

ろではどういうことができるのか。事業所内でずっと検討をしていたところであります。

こういう委員会の公募があるということで、会社から「お前、行ってこい」と言われ、



参加をさせていただきました。事業所として何ができるのかは難しいところがあるかと

思いますが、こういうコミュニティを作っていく中での地域の事業所、学校、そういう

いろいろな団体がどのように連携していけるのか、共助という部分では今後は大事な部

分があるかなというところが今回の委員会で少しでも前進できたのかなと感じておりま

す。ありがとうございました。

○Ｆ委員 私は茨木市福祉委員会委員長の中より推薦され、参加させていただきました。

今回、こういう地域コミュニティ基本指針検討委員会というのが各地域団体の皆さん方

で構成され、市民の方でボランティア精神のある方が参加され、皆さんでいろいろな角

度で、まずこういうものを作ろうと思われたこと自体、ありがたく思っています。以前

はいろいろな人たちの意見を聞くことは少なかったのではないかなと思うのですが、自

分の意見を取り入れていただける機会を作っていただき、とてもありがたいと思ってお

ります。言いたいことをいっぱい言わせていただきましたけれども、特に自治会のあり

方については 年茨木で住んでいるうちに、やはり住民として何とかしなければならな10
いと感じております。見せていただきましたら、いろいろと細かく書いて下さっていて、

これを本当に実行していただけるならば、とてもいい地域ができるのではないかと思っ

ております。

一つ、この前も少し申し上げたのですが、市民が活動するとか、勉強するとかというこ

とについてはとてもいいまちづくりをされているなとずっと前から思っておりました。

実は、私は企業にも属しておりまして、 もしており、一市民でもあります。ボランNPO
ティアももちろんさせていただいています。市民に対する手厚い、いろいろな活性化の

委員会が開かれたりしているのですけれども、実際に茨木市の財政を支えている企業に

対してはいったいどのようなことがなされているのか、いつも疑問に思っております。

市民というのはやはり経済的には大半が企業によって支えられているわけなので、いわ

ば表面的な、市民としての楽しさ、生きがいだけに終始してはちょっとという気がして

おります。ですから、企業さんも茨木市にはたくさんおられるわけで、企業さんもいっ

しょに地域コミュニティを考えるときに入れていただかないと、市民活動そのものがう

わすべりになるように気がします。ここにいらっしゃる皆さんもかつては企業戦士でお

られたのではないかと思います。そこを忘れないで、市民活動推進課の原田さんや青木

さんに言うのは少しおかしいのかもしれませんが、一市民としては是非、全体的な視野

でもって市民活動そのものを考えていただきたいなというのがあります。

いろいろ勉強させていただきました。ありがとうございました。

○Ｅ委員 今回、基本指針ができますので、各地域での共通性が多少持たれるかなと思

っています。実は私も昨年から自治会の三役をさせていただいて、単位自治会の中がい

ろいろなことをやり過ぎて忙しすぎるということがありますので、この指針によって多

少、校区内ぐらいの整理ができるのではないかなと思っております。今、新年度の自治

会の役員を決める段階ですが、そういうところで言っていたら 「なんでこんなに忙しい、

のですか」とぼそっとしか言えないのですが、新しい方はそう言われます。それに合わ

せて、健全育成関係、こども会もそうです。昔の行事をそのまま残してずっときていま



すので、増える一方です。それに加えて、子どもが減っている。そうすると役員さんが

とても大変になってくるという状況があります。この基本指針をもとに、これが市内全

部で共有されれば、それをきっかけに、そちらの整理もできるのではないかと思ってい

ます。その時にまたご協力いただきたいなと思っています。

○副委員長 いろいろとありがとうございました。長いようで短いようで、皆さん大変

だったと思います。私はよそから来て、茨木市の事情を知らないのに毎回、好き勝手な

ことをお話させていただいて申し訳ありませんでした。今日もだいぶ反映していただい

て積極的な報告になったのかなと思います。コミュニティ施策というのは自治体にとっ

て基本的なところですが、あらためて参加させていただいて難しいなと思いました。こ

れをまた、実施されるなら、皆さん中心メンバーで関わっていただくことになろうかと

思います。是非、その時はよろしくお願いをして、ご挨拶に代えさせていただきます。

○委員長 茨木市について最初はまったく存知あげない状況ではございました。茨木と

いうのは自然が非常に豊かですし、歴史的にも文化的にも大変豊かなものをもっている

印象はありましたが、なかなか茨木の住民の方がどんな暮らしをしていて、どんなこと

を考えているのかを知る機会がなかなか無い中で、この委員会に参加させていただきま

した。私事ではございますが京都に住んでいてもなかなか自治の話は周辺で必ずしも出

てこないわけですけれども、茨木では校区単位で、自治会が熱心に、悩みはあるとは思

いますけれども活動をしていて、しかも活動拠点も課題はあったにせよ設けていて、進

めていることに本当に感動もいたしました。いっしょにこうして議論し合える機会を作

っていただいたことに本当にありがたく思っております。先ほど企業のお話がありまし

たけれども、 年に大学も進出して茨木に開学しますけれども、決して市あるいは市民15
の皆さんと別のものではなく、一緒にここで暮らして、あるいは学生が勉学していくこ

とになりますので、是非自治会の活動をはじめ、地域の様々な活動につながりを持てて、

市民の一員として大学も、そして学んでいる学生、働いている教職員も一緒に過ごして

いけるような、そういうことができるようになったらいいかと思っております。今後、

私たちの大学にもこの経験をできるだけ伝えて、よりよい茨木市の自治会、あるいはコ

ミュニティの活動のために、大学の一員としてもこれから様々な形で参加させていただ

きたいと思います。本当にどうもありがとうございました。

それでは事務局から、よろしくお願いいたします。

○青木 皆様、ご挨拶どうもありがとうございました。今後の日程ですが、先ほど申し

上げましたとおり、来年度早期の策定でございます。今回様々なご議論をいただきまし

たので、庁内の検討結果ですとか、パブリックコメントの状況につきましては、年度が

この委員会の区切りになっていますけれども、逐次皆様方にご報告等はさせていただき

たいなと思っております。よろしくお願いいたします。最後の会議録につきましてもま

たご確認していただくために送らせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。

以上でございます。

○委員長 はい。今の事務局からの説明につきまして、何かご質問等ございますか。



○Ａ委員 パブリックコメントでいろいろなご意見が出てきた場合、それがここに、あ

るいはプラスされるのか、削除されるのか、それが活かされるのか、私たちもできれば

お聞かせいただければありがたいなと思います。

○青木 パブリックコメントですので、すべての市民に対してですので、委員さんとし

てのご意見を寄せていただいたら結構でございます。こういうものがありますけれども

ということで投げかけさせていただこうかなと思っております。

○委員長 他によろしいでしょうか。

○Ｅ委員 実は昨日、出したのですが、今まではまとめてもらっていた資料を少しずつ

見ていたのです。今回は最後ですからということで、一気に読み始めていましたら、途

中でいやになってくるのです。説明するところが多すぎて。できるだけ少しでもと思っ

て修正をしてお届けしたのですが、そういう意味ではこれから修正をして ･･･。そこそこ

手引書として使うところはいいのですが、まとめて勉強しようと 年間使うと、途中で1
疲れるような気がしましたので出させていただきました。

○青木 冒頭申し上げましたように、その辺も加味させていただいて、策定させていた

だきたいと思っております。

○委員長 文章をまとめていくことは大変なことになるかと思います。また少しずつ訂

正があるかもしれません。それは事務局でまとめていくということで、確認したらいい

かなと思います。

皆様には昨年６月から本日まで８回にわたりまして熱心なご議論をいただきまして、ま

ことにありがとうございました。本日は一定の報告案をまとめることができました。こ

れも皆様方のご協力のおかげと深く感謝を申し上げます。

議長を仰せつかって立命館大学の代表という面もあってこの議長をさせていただきまし

たけれども、今後開学に向けて大学としても準備をさらに確実なものにしていきたいと

思います。今後、地域との関わりにつきまして、お集まりの皆様方にいろいろとご相談

なり、お力添えなりを賜わることがあるかと思いますけれども、よろしくお願いいたし

ます。

市長もお見えですので、先ほど確認いたしました報告書を提出したいと思います。事

務局よりお願いいたします。

○青木 それでは委員長の前の方にお願いいたします。

○委員長 ８回にわたって私たちの茨木市地域コミュニティ基本指針検討委員会で議論

を積み重ねてまとめ上げてきたものになります。様々なご意見、思いがありましたけれ

ども、一つのこうした結果としてまとめさせていただきました。どうかよろしくお願い

いたします。



○野村 どうもありがとうございます。

○青木 どうもありがとうございました。市長から一言ご挨拶を申し上げます。

○野村 一言お礼のご挨拶を申し上げたいと存じます。委員の皆様方には昨年の６月か

ら全８回にわたりまして、委員会におきまして熱心にご議論をいただきましてまことに

ありがとうございました。市内分権や、あるいは市民、行政が一体となって進めるまち

づくりというのは是非とも進めていかなければならない大きな課題でもございます。本

日いただきました報告書をもとに、庁内でも十分検討をさせていただきまして、多くの

市民のよりどころになる指針にしてまいりたいと考えております。

齋藤委員長をはじめ、委員の皆様方、あらためまして心からお礼を申し上げますとと

もに、今後とも市制の上にあたたかいご助言、お力添えを賜わりますよう、よろしくお

願い申し上げまして簡単ですが、ご挨拶にさせていただきます。

本当にありがとうございました。簡単ですが、ご挨拶とさせていただきます。

○委員長 これで検討委員会を閉会させていただきたいと思います。皆様、本当にあり

がとうございました。


